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2016年12月  6日 豪州の金融政策は前月に続き据え置き（2016年12月） 
2016年11月30日 アジア・オセアニアの株式市場（2016年11月） 
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2016年12月7日 

足元は不調だが、今後は回復に向かう見通し 
  豪州のGDP成長率（2016年7-9月期） 

■2016年7-9月期の豪州の実質GDP成長率は前

期比▲0.5％となり、市場予想の同▲0.1％を下

回りました。マイナス成長は、同▲0.2％となった

11年1-3月期以来5年半ぶりのことです。 

■資源価格の下落により資源セクターの設備投資が

大きく落ち込んだうえ、輸出が伸び悩んだこと、政府

支出が減少したことが主な要因です。 

設備投資、政府支出の不振による 

■豪州準備銀行（RBA）は、12月6日に開かれた

金融政策決定会合で、年末にかけて国内景気は

鈍化するものの、「2017年から拡大ペースは再加

速」するとの見通しを明らかにしました。 

■雇用の改善や金利低下により個人消費が拡大基

調を維持することに加え、天然資源価格の持ち直

しや設備増強に伴う液化天然ガス（LNG）などの

資源輸出の増大で、資源セクターの立ち直りが期

待されるからです。政府部門も、新たな歳出削減の

強化をしていないため、回復に向かう見込みです。 

来年から成長率再加速へ 

資源価格の持ち直しが貢献 

豪ドルは底堅い展開へ 

（注）データ期間は為替レートが2015年3月2日～2016 
     年12月7日。2016年12月7日は日本時間13時30分時点 
         のレート。鉄鉱石が2015年3月2日～2016年12月6日。  
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友 
      アセットマネジメント作成 

■GDP統計発表直後の豪ドルは、成長率が事前予

想を下回ったため、円や米ドルといった主要通貨に

対して下落しました。ただ、資源価格の上昇が下支

えとなり、下落の幅は極めて小幅にとどまりました。 

■今後は、国内景気の復調に加え、トランプ次期米

大統領の財政支出拡大に伴う世界経済の拡大期

待等から、豪ドルは底堅く推移する見通しです。 

（注1）データ期間は2015年7-9月期～2016年7-9月期。 
       総固定資本形成＝設備投資+住宅投資+在庫投資。 
       純輸出＝輸出－輸入。 
（注2）実質GDPは前期比。需要項目はGDP成長率に 
         対する寄与度。           
（出所）Datastreamのデータを基に三井住友 
      アセットマネジメント作成 

5年半ぶりのマイナス成長 
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http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/asia_oceania/news161206as.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/asia_oceania/news161130as.html

